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１．計画策定の趣旨 

１―１．計画策定の背景 

昭和 40（1965）年代から昭和 60（1985）年代にかけて、日本の経済は著しく成長し、首都周

辺部には、都市化の波が押し寄せ大量の人口が流入しました。本市は、首都圏 45km圏内にあり、

この人口急増に対応するため、小・中学校や学習施設などの公共施設の建設、道路、公園など

の都市基盤整備が必要となりました。 

特に公共建築物においては、生活スタイルや価値観の多様化が進展した時期であり、生活の

質に対する意識も高まったことから、文化やスポーツ、生涯学習などの新たな施設整備の需要

も高まりました。このような背景から、本市では、急速に変化した行政への期待や需要を満た

すために短期間で施設の整備を行ってきました。 

同時期に整備した建築物は、当然ながら更新の時期もほぼ同時に迎え、更新費用も一斉に必

要となることが予想されます。本市の公共施設の建設時期は、人口急増期の昭和 50（1975）年

代、60（1985）年代に集中しており、築年数が 30 年以上を経過している建築物が 51 あり、全

体の約 85％となっています。これらの施設の大規模改修や更新時期がほぼ同時期に集中するこ

ととなり、本市の財政状況からは、こうした状況に対応していくことは困難なものと考えられ

ます。今後は大きな経済成長が見込めない中で、少子高齢・人口減少の進行を考えると、全て

の施設の大規模改修や更新費用を賄うことは、さらに困難になると考えています。 

また、これまでは、小・中学校の耐震補強や大規模改修を優先して実施しており、その他の

施設については、問題が発生した時に事後的に対応する維持修繕にとどまっている状況となっ

ています。 

一方では、超高齢社会、少子化や人口減少社会の到来等、社会経済状況は大きく変化してお

り、公共施設に対する需要も変化し、公共施設が担ってきた役割や求められるサービスの内容

など、施設のあり方そのものの見直しを行うことも必要となっています。 

このため、公共施設のあり方を見直し、財政負担の軽減・平準化と公共財産の効果的な活用

を図ることにより、時代の変化に対応した施設の再構成と、持続可能な施設サービスの提供、

効率的な運営を実現することが、市民の将来にわたる安心につながる、本市の最重要課題とな

っています。 

こうした背景から、公共施設等の現状や市民ニーズを把握し、長期的な視点をもって総合か

つ計画的な管理を推進するため、鶴ヶ島市公共施設等総合管理計画（以下、「総合管理計画」と

いう。）を策定しました。 

  

 １．計画策定の趣旨 



2 
 

１－２．計画の位置付け 

総合管理計画は、建築物の老朽化に対する単なる更新や維持管理の方法を示すのではなく、

公共施設という市民の貴重な財産を、将来にわたって、いかに効果的・効率的に運営していく

かを示すものです。 

社会状況の変化による行政需要に対応可能な施設への転換、市財政に見合った適正配置、民

との協働による運営の効率化など、これらの課題を将来世代に積み残すことなく解決の方向を

示すことで、次世代にとって必要な公共施設機能の確保と、継続的な「まちづくり」の基盤整

備につなげるものです。 

このため、本市の公共施設の現状と課題を明らかにし、今後の運営、更新に関する基本的な

考え方をまとめ、計画的に「公共施設の更新問題」に取り組むことにより、必要性の高い機能

を確保しつつ、財政状況の悪化を回避して、質と量からの適正配置と健全な財政運営の両立を

目指すものです。 

なお、総合管理計画は「インフラ長寿命化基本計画」に基づき策定する行動計画であり、総

務省から策定要請があった「公共施設等総合管理計画」に該当する計画です。また、本市の最

上位計画である「第６次鶴ヶ島市総合計画」との整合を図り、公共施設等の総合的な管理の基

本的考え方を示すものとして位置づけます。 

今後は、総合管理計画に基づき、施設ごとに具体的な方針を定める個別施設毎の長寿命化計

画（個別施設計画）により、具体的な取り組みを進めて行きます。（図１－１） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１ 計画の位置づけ 

  

インフラ長寿命化基本計画[国] 第６次鶴ヶ島市総合計画 

鶴ヶ島市公共施設等総合管理計画 
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個別施設毎の長寿命化計画（個別施設計画） 
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１－３．対象施設 

道路や橋りょう、公園など市民生活に欠かせない基盤施設（以下、「インフラ系施設」という。）

や学校及び給食センター等の学校教育施設をはじめ、多くの方が利用する市民センターや図書

館、老人福祉センター、保育所などの施設と必要な行政サービスを提供するための市役所など、

たくさんの建築物があります。 

この総合管理計画で対象とする施設は、本市が保有している公共施設とインフラ系施設とし

ます。総合管理計画の対象施設を施設別に整理すると表１－１のとおりとなります。 

 

表１－１ 対象施設（概要） 

 種別 施設の種類  

イ
ン
フ
ラ
系
施
設 

道路 

公

共

施

設 

学校教育施設 小学校・中学校等  橋りょう 

地域コミュニティ等施設 市民センター等  

公園 

街区公園 

学習施設 図書館等  近隣公園 

健康保健施設 スポーツ・健康施設  運動公園 

福祉施設 保育所、児童館等  緑地・緑道 

市営住宅 市営住宅 

庁舎等 庁舎等 

普通財産 廃止済施設 

 

１－４．計画期間 

総合管理計画の計画期間は、公共施設等の耐用年数が数十年であるため、長期的な視点が必

要不可欠であることから、令和３（2021）年度から令和 32（2050）年度までの 30 年間としま

す。 

なお、総合管理計画は、長期間の計画となることから社会情勢や環境の変化等に対応するた

め、必要に応じて見直すこととします。 

 

 

 

 

 

 

  


